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一全国学力・学習状況調査の設問からー
A Ｓｏｃｉａ１ Ｃｏｎｓtｒｕｃtiｖiｓt Ａ ｐｐｒｏａｃｈ tｏ ｌｍ ｐｒｏｖｉｎｇ Ｈ ａｎ ｄｗ ｒitｉｎｇ Ｐｅｒfo ｒｍ ａｎｃｅ
ａt Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｌａｎ ｇｕａｇｅ Ｅ ｄｕｃａtｉｏｎ : Ｂ ｙ Ｒ ｅｖie ｗing the ｑ ｕｅｓtｉｏｎ ｏｎ Ｎ ａtｉｏｎａ１
















This ｓtｕd ｙ desc ｒibes the ｒｅｓｕ比ｓ ｏｆ ａｎａｌｙｚing 17 q ｕｅstｉｏｎｓ of hand ｗｒitｉｎｇ ｏｎ Ｎ ａtｉｏｎａ１ Ａs ｓｅｓｓｍｅｎt
Academic Abi1 此ｙ,2007-2017.
Ｔｈｅ ｒｅｓｕlt ｓho ｗs th 飢thos ｅ qｕｅｓtｉｏｎs ha ｖｅ 比 ｅ ｓitｕａtｉｏｎｓ ａｎｄ the cont ｅχtof the hand ｗｒｉＵｎｇ
３sｏｎs ，ｓchool life and ｓocial life bas ｅｄ ｏｎ ｃｏｎtｅχt ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ ａｎｄ sitｕａtｅｄ ｌｅａｒｎｉｎｇ.
Ｉｎ ｏｒde ｒ tｏ ｂｅ ａ ｕｓefｕl lea ｒning fo ｒ the dail ｙ life ， Ｊａｐａｎｅｓｅｌａｎｇｕａｇｅ ｃｏｕｒsｅs sho ｕld t ｅａｃｈ ｈｏｗ to
dge the hand ｗｒｉＵｎｇ sｕitabili 燧acco ｒding t ｏ the ｓitｕａtｉｏｎ ， ａｎｄ tｒａｉｎ ｌｅａｒｎど ｓ ｅｙe f 吐 ｂｅａｕt ｙ of
Lnd ｗｒitｉｎｇ｡
－ ワ ー ド ： 状 況 的 学 習 ， 実 践 知 ， 資 質 ・ 能 力
3y ｗｏrds : Situ ａtｅｄ Ｌｅａｍ ｉｎ９， Prａｃtical Wis ｄｏｍ ， Ｃｏｍ ｐｅtｅｎｃy
－47 －
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Ｈ　 書 写 能力 の 社 会 的構 成 を め ざ す 意義
書写設問の把握と整理検討に先立ち、まずここ
では、ケネス・Ｊ・ガーゲン（2004）やＡ.･ プリ
























































































、手法 によ って割り振 る方式であったため、多 くの
＝設問数を擁す る幅広い調査 が可能であった。 しか
こし全 国学力･ 学習状 況調査 には、 これまで の調査
とは異なり児童生徒本人 と学校に正誤の結果を返
＼し授業改善 につなげ る役割 が付加さ れ、当該学年
ｙ（小学６年・ 中学３年 ） の全 国 の児 童生徒全員 が
対象 とな る悉皆調査 の形態 が選択さ れた ため、全
丿員同一冊子 のみを解 くという 制度設計 となった。
１そうな れば、特 に小学校で は所定時 間内 に児童が
回答できる設 問数 の制約が大き くなり、中学校 ほ
……どの設 問数 の確保は難し くな る。小学校で書写 の
く出題 が数年 おき に １問程 度 とな ってい る背 景 に
｜は、 そのような事情 が存在す る。
以下、書写 の時 間内にお ける基礎・基本 の練習
＼の状況下を想定 した場面で の出題 と、 日常生活で
｜書写能力を活用す る状況下を想定=した場面で の出
題の二つ に分類 した上 で、 それぞれについて傾向
１と特徴を見 ていきたい。
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